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村 の よ うす
(8月1日現在）

世帯数 1,437戸
人ロ- 7,884人

男'.3,851人
女 4,033人
積 .46.65
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木

代

子

豊
穣
な
営
み
を
く
り
か
え
す

土
と
農
夫
と
共
に

新
羅
万
象
は

か
く
て
秋
は
き
て

掌

に

重

い

総

り

風
の
中
’
’
‘
て

そ
し
て
今
さ
わ
や
か
な

暑
さ
の
中
て
花
開
き

五
月
雨
に
植
え
て
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総

務

課

上

旬

就

業

構

造

苺

本

調

査

中

旬

月

例

監

査

下
旬
九
月
定
例
村
議
会
（
第
三
回
）

――

-
O
H
選
挙
人
名
簿
の
確
定

住

民

誹

一
日
乳
児
健
康
相
談
（
セ
ソ
タ
ー
）

二
日
福
島
県
婦
人
福
祉
連
絡
協
議
会

現
地
診
断

五

日

保

健

婦

補

助

員

会

議

九
日
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
助
産
婦
研

修
会

一
五

H

敬
老
の
日
敬
老
会

妊
産
婦
検
診
（
セ
ン
タ
ー
）

二
三
日
秋
分
の
日

二
七
日
秋
期
大
掃
除
実
施
（
西
部
）

ニ

八

日

ク

（

東

部

）

三
0
日
百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
予
防

接
種
移
動
児
童
館
ひ
か
り
号

巡
回
（
須
釜
児
童
館
）

．

税

務

課村
内
一
円
家
屋
評
価

産

業

課

―
一
日
乳
牛
共
進
会
（
泉
中
学
校
）

一
、
一
―
‘
ニ
―
日
玉
川
西
部
仔
豚

コ
レ
ラ
予
防
注
射

1
0、
二

0
、-―

-0日
玉

川

東

部

二

0
日

農

業

委

員

会

二
六
日
水
稲
作
況
調
査

建

設

課

失
対
事
業
拿
化
見
堂
）

構
造
改
善
事
業
度
更
設
計
作
成

村
営
住
宅
工
事

須
釜
小
中
学
校
給
食
室
工
事

教

育

委

員

会

（

公

民

館

）

日
家
庭
バ
レ
ー
ボ
．
ー
ル
実
技
講
習

会小
高
小
学
校
運
動
会

川
辺
小
学
校
運
動
会
青
年
学

校
生
磐
梯
青
年
の
家
に
研
修

玉
川
村
親
善
野
球
大
会
・

玉
川
村
内
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

八
日

五
日

＇ 
―
―
日

一
四

H

戸 t六：';''"-・・"e,,,,, 
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r111国
国
一
些
＿

5-し

麗

ー

一

―老
人
の
福
祉
問
題
は
愈
々
重
大
な
こ
と
に
な

ま,'̀ 
て
来
ま
し
た
が
、
か
ね
て
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
が
、
老
人
の
日
と
し
て
提
唱
、
老
人

日つ5
月
昇
臼
鱈

□

這且

1
と
定
め
国
を
揚
げ
て
老
人
福
祉
に
対
し
て
取

組
ん
で
行
く
態
度
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

月

当

村

で

も

予

ね

三

瓶

イ

よ

り

敬

老

年

金

鈴

木

仙

9
[令
を

制

定

し

敬

矢

部

美

山

崎

フ

熊

田

キ

老
会
を
開
催
敬
老
思
想
の

白

旗

ハ

昂
揚
を
図
っ
て
来
た
と
こ

須

藤

永

ろ
で
す
が
、
国
が
祝
日
と

し

て

制

定

し

た

趣

旨

に

思

大

竹

ッ

い

を

致

し

老

人

福

祉

の

重

蒜

生

要

性

を

考

え

、

お

互

の

出

真

弓

来

得

る

努

力

を

集

中

し

て

曲

山
真

弓
曲

山

老
人
福
祉
の
前
進
を
期
待

小

高

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

矢

吹

尚
本
年
度
当
村
満
八
十

才

以

上

の

高

令

者

は

次

の

矢

吹

と

お

り

で

す

。

関

根

川

辺

溝

井

坂

本

ケ

サ

添

田

大

竹

ス

テ

溝

井

矢

部

コ

チ

ウ

溝

井

失

部

ハ

ッ

車

田

味

原

フ

キ

車

田

矢

部

荘

之

助

添

田

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
つ
く
し
て
き
た
老
人
を
政
令
の
立
案
を
し
よ
う
と

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
敬
愛
し
長
寿
を
祝
う
）
す
る
と
き
は
総
理
府
に
置

現
行
九
つ
の
祝
日
に
三
つ
◎
体
育
の
日
＋
月
十
日
か
れ
る
建
国
記
念
日
審
議

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
（
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
し
み
会
に
諮
問
し
そ
の
答
申
を

◎

建

国

の

日

健

康

な

心

身

を

つ

ち

か

尊

重

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
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視
日
に
は
国
旗
を
立
て
ま
し
ょ
う
[

*
＊
*
＊
＊
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＊
*
＊
*
＊
＊
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い
こ
と
と
な
り
建
国
記
念

政
令
で
定
め
る
日

（
建
国
を
し
の
び
国
を
愛
尚
建
国
の
日
は
法
律
公
日
審
議
会
は
昭
和
四
十
一

す
る
心
を
養
う
）
布
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
に

◎
敬
老
の
日
九
月
十
五
日
政
令
で
制
定
す
る
も
の
と
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

（
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
し
内
閣
総
理
大
臣
は
こ
の
り
お
ま
す
。

868285928088 

キキクトムアセ竹ヒ徳

セヨラメメサン松デ治

86818483848280888482 

トノフナ

ラブクヲ

83818186 

子 次 タ ソ ヨ ー 助 チ

8082818087908181 

南 竜 岩中
小小宗塩須；岡上小小小小仁鈴鈴鈴小小小仁仁 大倉矢村大吉法国双小小 車首関

原原形沢釜 部野林林林林井木木木林林林井井崎竹鎌吹越竹田寺分星針針
与 已 田吉喜田田
次倉夕伝 之ツ徳イリヤ鶴サキサ畜キ三政ア為

郎蔵ネ吉 助モニトヱ‘ノ吉ヨイイ門ソ郎ーキ次

84858282 848282808184 9283828181808583 8282 

村
で
は
、
こ
ん
ど
吋
搬

式
ボ
ン
プ
ニ
台
を
購
入
し

中
、
岩
法
寺
地
区
に
配
備

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
村
内

中
、
岩
法
寺
に

可
搬
式
ポ
ン
プ
配
備

の
消
防
施
牧
は
、
消
防
自

動
車
一
台
、
可
搬
式
ボ
ソ

。
フ
十
一
＿
台
、
手
引
動
カ
ボ

ソ
。
フ
一
台
と
な
っ
た
。

マトコモキマ

サメウソセス

828385868780 

国トソ清

ーラメ助

82888080 

田藤根

仲リト

中、岩法寺地区に配備された可般式ボンプ

蔵ウ 司

848385 

北
小草源草須大大大佐真小小大塩石草吉飯相

針野谷野釜野野野藤野山山木沢森野村島楽
惣 ・目田田

サイサ之 佐 ミ ヶ 光 ュ 敬 テ 吉 キ 周 ア イカク

ククタ助 内ッサ勝ウ治 1り成ク助キノツラ

83818483 848185818390 80818081818289 82 
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矢

吹

鈴

木
佐
久
間

小

針

吉
関

根

ョ

ッ

瀬

谷

ス

ミ

有

賀

乎

太

郎

有

賀

キ

ク

佐

藤

ト

ヨ

山

小

屋

矢

吹

玉

之

助

石

森

文

之

返

四
辻
新
田
・
~

溝

井

ハ

ッ

92

塩

田

豊

太

郎

84

計

九

二

名

r41
年

2
月
8
日
現
在
)

右
の
内
八
十
八
才
以
上 8180 8383838285 

蔵亀、ンタ
次

重郎、ノリ

8086 8680 

請
求
は
す
み
ま
し
た
か

で
福
島
県
敬
老
年
金
該
当

者
は
九
名
で
す
。

R
心
も
か
ら
だ
も
健
康
で

病
気
を
知
ら
ず
楽
し
く

幸
せ
に
長
生
を

R
家
庭
で
も
世
の
中
か
ら

も
好
か
れ
る
年
よ
り
に

＠
御
互
い
に
慰
め
は
げ
ま

村
有
林
の
根
刈
間
伐

奉
仕
あ
り
が
と
う

村
有
林
大
字
川
辺
字
金

波
一
五
番
ノ
三
山
林
一
町

一
反
七
畝
ニ
ニ
歩
、
字
金

波
一
八
番
ノ
ニ
山
林
一
町

三
反
一
畝
一
五
歩
、
字
山

森
田
菩
ノ
三
、
三
町
八
反

八
畝
二
四
歩
、
七
七
ノ
四

七
七
ノ
五
六
反
二
畝

0
六

歩
は
現
存
あ
か
ま
つ
の
天

然
林
で
す
が
太
い
物
は
二

〇
糎
も
あ
る
立
派
な
あ
か

ま
つ
林
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
川
辺
小
学
校

の
川
辺
区

P
T
A
、
婦
人

会
の
皆
さ
ん
が
、
間
伐
の

奉
仕
を
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
只
残
念
な
こ
と
に
金

波
の
一
部
が
山
火
事
の
類

焼
に
依
り
焼
失
し
た
の
で

本
年
あ
か
ま
つ
の
植
林
を

行
い
ま
し
た
。

蒜
生
の
字
細
田
八
一
番

山
林
五
反
八
畝
三
歩
は
く

ぬ
ぎ
の
植
林
が
一
部
に
あ

り
残
り
は
あ
か
ま
つ
の
天

然
林
に
す
る
考
え
で
お
り

ま
す
が
雑
木
、
野
竹
が
は

び
こ
っ
て
い
た
の
で
蒜
生

の
消
防
団
員
が
根
刈
奉
仕

を
し
て
下
さ
っ
た
の
で
立

派
に
な
り
今
年
は
あ
か
ま

つ
が
発
生
す
る
も
の
と
思

は
れ
ま
す
、
も
し
発
生
し

な
い
場
合
は
植
林
を
行
う

つ
も
り
で
す
。

し
勉
強
し
今
の
世
に
合

う
教
養
を
・

R
少
し
で
も
世
の
た
め
人

の
た
め
余
生
を
つ
く
す

心
が
け

④
お
互
に
立
場
を
尊
重
し

あ
っ
て
明
る
い
平
和
な

家
庭
と
社
会
を
つ
く
る

小
高
平
ケ
谷
地
七
五
番

の
七
四
町
八
反
三
畝
二
三

歩
の
村
有
林
（
学
有
林
）

は
あ
か
ま
つ
、
す
ぎ
の
天

然
林
と
人
工
林
の
混
合
林

で
す
が
泉
中
学
校
の
吉
田

校
長
先
生
が
陣
頭
指
揮
で

P
T
A
の
方
々
が
間
伐
根

刈
を
行
な
っ
た
の
で
此
も

立
派
な
あ
か
ま
つ
林
、
す

ぎ
林
に
な
り
ま
し
た
。

岩
法
寺
字
宮
ノ
前
一
四

0
番
の
二
、
五
町
七
反
八

畝
―
二
歩
、
中
字
入
山
一

三
六
番
、
一
町
二
反
歩
の

村
有
林
は
す
ぎ
と
あ
か
ま

つ
の
人
工
林
で
す
が
此
の

山
も
泉
中
学
校
の
生
徒
と

P
T
A
が
根
刈
奉
仕
を
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

南
須
釜
字
千
五
沢
一
九

六
番
の
二
二
、
一
五
町
六

反
六
畝
二
四
歩
の
村
有
林

は
あ
か
ま
つ
の
天
然
林
と

失
対
事
業
で
行
な
っ
た
あ

か
ま
つ
人
工
林
で
す
。
先

月
南
須
釜
婦
人
会
が
総
員

で
根
刈
を
行
な
っ
て
下
さ

っ
た
の
で
此
も
立
派
な
あ

か
ま
つ
林
と
な
り
ま
し
た

奉
仕
の
皆
様
に
感
謝
申

上
げ
る
と
共
に
今
后
も
村

有
林
の
撫
育
に
御
協
力
下

さ
る
様
御
願
い
申
上
げ
ま

す
。

農
地
報
償
金
の

こ
の
報
償
金
は
戦
後
の

農
地
改
革
で
農
地
を
買
収

さ
れ
た
人
に
対
し
て
支
給

す
る
制
度
で
、
農
地
を
買

収
さ
れ
た
人
の
請
求
に
基

い
て
支
払
わ
れ
て
居
り
ま

す
が
、
未
だ
請
求
さ
れ
て

な
い
方
は
玉
川
村
役
場
産

業
課
へ
お
出
か
け
の
上
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

只
今
ま
で
に
本
村
に
お

い
て
請
求
さ
れ
た
件
数
は

二

0
0件
で
そ
の
う
ち
―

七

0
件
を
県
へ
進
達
し
て
，

あ
り
―
二

0
件
が
県
知
事

よ
り
認
定
通
知
書
の
交
付

を
受
け
て
あ
り
ま
す
。
尚

本
村
に
お
け
る
報
償
金
の

額
は
約
二
千
万
円
に
な
る

見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

「
報
償
金
の
請
求
出
来

る
人
」
昭
和
二
十
一
年
十

二
月
二
十
九
日
よ
り
昭
和

二
十
七
年
十
月
二
十
日
ま

で
の
間
に
自
作
農
創
設
特

別
措
置
法
第
三
条
第
一
項

若
し
く
は
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
買
収
さ
れ
た
農
地

が
田
一
畝
歩
以
上
、
畑
は

一
畝
二
十
歩
以
上
あ
る
者

（
売
渡
し
の
受
け
て
い
る

者
は
差
引
前
記
面
積
以
上

で
あ
る
者
）
又
は
そ
の
遺

族
、
並
び
に
一
般
承
継
人

で
あ
れ
ば
請
求
権
が
あ
り

ま
す
。
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地
区
衛
生
組
織
活
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寄
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い
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＠
経
済
土
木
常
任
委
土
木
常
任
委
員
一
行
は
区

≫

員

会

開

催

役

員

の

熱

心

な

る

説

用

を

過
般
、
四
辻
新
田
区
長
受
け
現
地
調
査
を
終
了
し

よ
り
、
四
辻
新
田
字
諏
訪
た
。

平
よ
り
字
根
藤
地
間
の
、
こ
の
と
こ
ろ
、
益
々
元

（
大
東
村
大
字
上
小
山
田
気
な
小
原
議
長
、
炎
天
下

に
通
ず
る
道
路
）
道
路
改
も
の
と
も
せ
ず
、
農
業
委

修
工
事
実
施
方
の
請
願
書
員
会
の
会
長
の
重
責
を
果

が
提
出
さ
れ
、
六
月
の
第
す
か
た
わ
ら
、
学
校
統
合

二
回
定
例
会
に
お
い
て
、
研
究
協
議
会
々
長
と
し
て

経
済
土
木
常
任
委
員
会
に
東
奔
西
走
、
最
後
の
ご
奉

調
査
及
び
審
査
を
付
託
し
公
と
ば
か
り
張
切
っ
て
い

去
る
八
月
十
八
日
の
炎
天
る
、
小
原
議
長
の
老
練
な

下
、
村
長
、
小
原
議
長
、
し
か
も
実
直
な
政
治
力
に

小
林
委
員
長
は
じ
め
経
済
期
待
し
た
い
。

今
般
地
区
衛
生
組
織
活

動
強
化
の
た
め
県
ド
一
般

に
次
の
趣
意
書
の
趣
旨
に

て
寄
附
金
の
募
集
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
村
に
於
て
も
各
戸
年

金
一

0
円
の
目
標
に
よ
り

こ
れ
が
募
集
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
近
か
く
保
健

婦
補
助
員
が
御
伺
い
致
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
が
趣
旨

等
御
理
解
の
上
御
協
力
下

さ
る
よ
う
御
願
い
致
し
ま

す
。
叉
こ
う
し
た
運
動
を

通
し
公
衆
衛
生
に
対
す
る

地
区
衛
生
組
織
活
動
の
発

展
に
一
層
の
自
覚
の
向
上

を
期
待
致
し
ま
す
。

寄
附
金
募
集
趣
意
書

本
県
の
地
区
衛
生
組
織

活
動
は
、
県
民
の
公
集
衛

生
に
対
す
る
正
し
い
理
解

と
協
力
に
よ
り
極
め
て
活

発
に
行
は
れ
地
区
住
民
の

健
康
保
持
増
進
に
目
覚
し

い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
最
近
の
公

衆
衛
生
の
様
相
は
一
変
し

伝
染
性
疾
患
の
激
減
に
か

わ
っ
て
ガ
ソ
、
高
血
圧
等

の
慢
性
疾
患
が
死
因
の
第

一
位
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
一
方
産
業
構
造
の

高
度
化
に
よ
る
地
区
衛
生

組
織
活
動
は
、
ま
す
ま
す

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
と
き
に
当
り
、

健
庫
で
明
る
い
郷
土
づ
く

り
に
懸
命
の
努
力
を
続
け

て
き
た
地
区
衛
生
組
織
活

動
は
、
時
代
の
要
請
を
再

巨
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認
識
し
、
さ
ら
に
組
織
の

拡
充
強
化
と
相
ま
っ
て
、

二
0
0万
県
民
の
期
待
に

答
え
る
た
め
の
活
動
体
制

を
強
化
す
る
必
要
に
せ
ま

ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
県
民
よ
り
浄
財

を
集
め
、
も
っ
て
、
県
民

一
人
一
人
の
自
覚
に
基
づ

＜
磐
石
、
地
区
衛
生
組
織

の
発
展
を
は
か
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

会
気
分
を
い
や
が
上
に
も

盛
り
上
ら
せ
、
決
勝
戦
は

十
二
回
延
長
接
戦
の
末
、

中
チ
ー
ム
が
吉
チ
・
ー
ム
を

破
り
優
勝
し
ま
し
た
。
大

仔
豚
を
セ
リ
に
出
す
に

は
セ
リ
日
よ
り
十
四
日
前

に
豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射
を

ぅ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
注
射
H
は
次
の
と
お

り
で
す
が
三
日
前
ま
で
に

役
場
畜
産
係
（
泉
村
農
協

組
合
員
は
農
協
営
農
係
）

に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

毎

月一
、
一
—
、
ニ
ー
日

時

時九．o
o
l

九・――1
0

川

辺

農

協

倉

庫

前

会
の
成
績
次
の
通
り
。

一

回

戦

竜

崎

4
|
3
蒜

生

岩
法
寺
3

ー

2
川

辺

小

高

2ー

1
山
小
屋

北
須
釜

1
ー

0
南
須
釜

延
長
戦

二

回

戦

吉

12ー

1
竜

「
幸
せ
も
健
康
の
上
に
築
か
れ
る
一

標
札
の
掲
載
に
つ
い
て
御
願
い

地
域
究
極
の
日
的
は
住

民
の
皆
ん
な
が
幸
せ
に
な

る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な

い
こ
と
A

思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
地

区
組
織
活
動
推
進
の
目
糠

と
し
て
「
病
気
に
な
る
ま

い
運
動
」
と
「
清
潔
な
む

ら
を
つ
く
る
運
動
」
の
推

進
に
努
め
、
叉
国
民
健
康

保
険
に
於
て
は
「
健
康
を

守
る
運
動
」
の
推
進
に
当

り
住
民
の
保
健
水
準
の
向

上
に
努
め
て
来
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
住
民
健
康
の
増

1
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・
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こ
収
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竜
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分
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前
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・
写

0
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0
・
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千
五
沢
バ
ス
停
留
所
前

毎

月1
0、
二

0
、
三

0
日
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―-・―1
0
 

北

須

釜

明

神

前

――
―
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o
o
i
-
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0
 

吉

入――-・――10'"" 
1―
-
•
四
0

四

辻

湿

泉

豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射
日

変
更
の
お
知
ら
せ

前 ロ 崎

2ー

1
、

延
長
戦

準

決

勝

〗
吉

2
ー

1

岩
法
寺

中

1
|
0
北
須
釜

延
長
戦

勝

4
|
3
吉

延
長
十
二
回

中 決
中

高

情
に
対
応
し
て
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
結
集
、
し
て
此
れ
が

向
上
に
努
力
す
べ
き
所
と

思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
住
民
の
個
々

と
し
て
も
叉
関
係
す
る
凡

て
の
方
面
に
し
て
も
更
に

一
層
の
健
康
に
特
に
関
心

と
意
識
の
向
上
を
期
す
る

こ
そ
此
れ
が
活
動
へ
の
基

礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
と

考
え
今
般
こ
の
標
札
を
作

成
し
村
内
各
戸
に
掲
載
を

願
い
、
常
に
関
心
と
意
識

の
集
中
に
資
し
度
い
と
思

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

近
く
保
健
婦
補
助
員

冗
保
健
福
祉
推
進
員
）
に

依
頼
し
て
配
布
す
る
予
定

に
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
等

の
趣
旨
を
御
了
承
下
さ
れ

入
口
等
に
御
掲
載
下
さ
る

よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

玉
川
村
国
民
健
康
保
険

同
社
会
福
祉
協
議
会

進
は
住
民
自
か
ら
の
生
活

の
上
か
ら
も
亦
地
域
に
於

け
る
凡
ゆ
る
活
動
の
上
か

ら
も
凡
て
の
基
礎
を
な
す

所
で
あ
り
凡
て
か
共
通
す

る
要
求
で
あ
り
、
凡
て
の

者
が
念
願
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が

内
容
は
極
め
て
広
範
多
岐

に
互
り
今
に
は
か
に
そ
の

結
果
を
期
待
出
来
な
い
処

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
向

上
に
向
か
っ
て
地
域
の
実

NN≫̀
N‘

、vǸ
‘‘̀
Ǹ

，̀NN≫̀
Ǹ
‘‘

、淡

i
[

0
こ
の
程
行
な
っ
た
野
球
鬱
伏
兵
吉
チ
ー
ム
の
決
勝

大
会
、
部
落
対
抗
と
あ
っ
戦
へ
進
出
、
同
チ
ー
ム
の

て
各
区
長
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
セ
ソ
タ
ー
と
し
て
出
場
し

監
督
と
し
て
出
場
、
採
配
た
、
森
村
議
員
、
予
選
で

は
仲
々
の
活
躍
だ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

を
ふ
る
ぅ
区
長
さ

ん
、
熱
心
に
ス
コ

DO
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
っ
た
が
、
ほ
と
ん

ア
を
つ
け
る
区
長

HDDD

目
BODD

ど
の
議
員
が
顔
を

見
せ
た
決
勝
戦
で

ロロ

さ
ん
、
さ
か
ん
に

DO

ロロ

声
援
を
送
る
区
長
呼
(3OooooO

は
、
各
議
員
の
声

□

□

□

DD

援
で
固
く
な
っ
た

00DD

ン
00

ロ
か
、
打
っ
て
は
三

さ
ん
な
ど
優
勝
え

の
秘
策
を
ね
っ
て

汀
]
三
声
ア
『
ご
9

可
↑
峠
[

ル
ー
ル
に
か
け
て

DODO
フ

醗

ど

こ

ろ

な

し

で

同

屯

僚

議

員

等

口

を

揃

ロDDODDDDDDD0000

は
ベ
テ
ラ
ソ
の
小

高

区

長

失

吹

幸

夫

え

て

大

ヤ

ジ

リ

。

さ
ん
、
相
手
投
手
の
ボ
ー
し
か
し
、
森
議
員
胸
を
は

ク
を
注
意
す
る
等
、
チ
ョ
っ
て
「
議
員
で
野
球
大
会ッ

イ
ト
う
る
さ
い
と
こ
ろ
を
に
出
た
の
は
俺
だ
け
ダ

み

せ

て

い

た

。

ぺ

」

と

…

…
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須
釜
小
中
児
童
生
徒
父

兄
大
望
の
完
全
給
食
施
設

の
建
設
が
始
ま
り
、
十
一

月
下
旬
に
完
成
、
給
食
実

施
は
一
月
か
ら
に
な
る
見

込
み
で
す
。

児
童
生
徒
の
食
生
活
の

合
理
化
、
営
養
の
改
善
、

健
康
増
進
の
た
め
に
、
須

釜
小
中
学
校
共
同
の
完
全

給
食
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
敷
地
に
つ
い
て
も

何
回
か
関
係
者
に
て
検
討

の
結
果
、
須
釜
小
屋
体
南

側
校
庭
に
鉄
骨
造
り
平
家

建
八
七
・
五
一
平
方
米
（
ニ

六
•
四
八
坪
）
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
り
、
去
る
八
月

十
日
村
内
外
建
設
業
者
競

走
入
札
の
結
果
一
六
五
万

円
で
矢
吹
町
の
高
田
工
業

が
請
負
い
早
期
完
成
を
目

指
し
て
工
事
に
済
工
し
ま

し
た

，0

、そ
れ
に
建
物
建
築
の
進

み
エ
合
と
合
せ
て
、
ガ
ス

，

式
に
よ
る
消
毒
保
管
庫
始

巴

l=＝＝＝＝＝-＝

-I-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝-＝＝-＝＝＝＝―
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一

北

海

道

の

旅

日
溝

井

一

郎

[

た
る

一

寝

不

足

の

弛

み

を

耐

え

て

青

森

駅

の

長

さ

棧

一

ふ

ね

血
橋
を
連
絡
船
ま
で
歩
む

血
水
脈
を
引
き
て
遠
の
く
船
の
上
朝
明
け
の
街

Ill

一
に
灯
る
電
燈

す
る
め

-
路
地
走
る
パ
ス
の
中
に
も
匂
ひ
来
て
錫
は
夏
〗

血
の
陽
に
晒
さ
れ
ぬ

血

錫

千

す

女

い

づ

れ

も

逗

し

く

夏

の

日

成

り

帽

呻

-
子
被
ら
ず

皿

狭

き

路

地

走

れ

る

バ

ス

は

屋

並

低

さ

上

よ

り

-

一
光
る
海
を
覗
か
す

ざ―-＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝-＝＝-＝＝＝＝-＝-==＝=――――――――-＝=―――――-＝＝
-
I

――――――――――――――-=l-＝=-――――-＝＝＝＝――
-m-
＝＝＝＝=-=＝＝-＝-=＝＝＝＝-＝＝
-r

め
、
自
動
洗
漁
機
等
近
代

的
設
備
品
約
―
二
六
万
円

が
設
備
さ
れ
、
こ
れ
が
完

成
す
れ
ば
近
隣
町
村
に
は

類
の
な
い
ヘ
ガ
ス
式
を
採

用
し
た
立
派
な
給
食
施
設

が
完
成
し
、
一
月
頃
よ
り

バ
ソ
、
午
乳
、
オ
カ
ズ
に

よ
る
完
全
給
食
が
実
施
さ

れ
、
児
童
生
徒
の
健
康
増

進
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す。

改
良
普
及
員
だ
よ
り

.mi-―-I-遷
m-a-―――――ー――-＿＿

一
④
水
稲
の
落

業農

一

[

[

の

判

穂
が
出
る
ま
で
は
、
だ

れ
で
も
よ
く
注
意
し
て
水

田
を
見
て
廻
る
が
出
穂
後

ほ
安
心
し
て
水
田
に
行
か

な
い
人
が
意
外
に
多
い
。

と
こ
ろ
が
穂
が
で
て
か
ら

の
水
は
収
量
に
も
影
響
す

る
し
、
米
の
品
質
良
否
に

も
関
係
す
る
の
で
、
水
管

理
に
手
ぬ
か
り
な
い
よ
う

に
し
て
欲
し
い
、
米
粒
の

肥
大
は
穂
が
で
て
か
ら
、

六
ー
七
日
で
長
さ
が
定
ま

り
、
幅
は
一
―
!
―
二
日

で
、
厚
さ
は
一
五
ー
一
六

日
で
ほ
ゞ
定
ま
る
、
内
容

が
充
実
し
て
重
さ
が
き
ま

る
ま
で
は
二
五
日
位
か
、

る
。
出
穂
後
で
ん
ぷ
ん
の

七
割
以
上
が
同
化
作
用
で

合
成
さ
れ
る
。
同
化
作
用

に
は
十
分
の
水
が
必
要
で

あ
る
。
落
水
が
早
い
と
、

ね
ん
実
不
良
と
な
り
、
し

い
な
や
不
完
全
米
が
多
A

な
る
。
湿
田
や
排
水
不
良

田
な
ど
は
早
目
に
水
を
落

し
稲
刈
り
作
業
を
や
り
や

す
く
す
る
。
出
穂
後
二
五

日
以
降
で
も
急
に
土
を
乾

か
す
と
根
の
機
能
を
害
し

米
の
品
質
を
悪
く
す
る
。

徐
々
に
乾
く
よ
う
に
水
を

落
し
て
か
ら
、
二

i
-――固

数

uご
と
に
走
り
水
を
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

R
水
稲
の
収
穫
と
乾

•
し

燥
ク
し

刈
り
取
り
適
期
の
判
定

は
茎
葉
が
青
く
と
も
、
籾

が
完
熟
期
に
達
す
れ
ば
刈

り
取
っ
て
よ
い
。
目
標
と

し
て
出
穂
以
後
の
日
数
で

早
生
四
二
日
、
中
生
四
五

日
晩
生
四
七
日
で
あ
る
。

J

籾
の
乾
燥
棒
架
や
架
掛
け

に
よ
っ
て
、
籾
の
水
分
が

一
四
％
で
あ
れ
ば
よ
い
が

一
五
％
以
上
の
場
合
は
、

ム
ツ
ロ
干
や
通
風
乾
燥
機

に
よ
っ
て
乾
燥
す
る
。
臥

に
入
れ
て
か
ら
で
は
品
質
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麦

埃

牛

の

脊

払

ふ

あ

し

た

か

な

-
．
布
団
千
す
妻
や
郭
公
嗚
き
っ
づ
く

ーー
・

111

物

売

り

の

巷

に

夏

の

背

負

く

る

ー

＿

孟

蘭

盆

や

無
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仏
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を
害
す
る
の
で
、
脱
殻
後

直
ち
に
行
な
う
よ
う
に
す

る。
秋
の
健
康
管
理

朝
夕
凍
し
く
な
り
、
暑

さ
で
ま
い
っ
て
い
た
体
も

ひ
き
し
ま
り
、
い
よ
い
よ

秋
の
収
穫
期
と
今
年
最
后

の
忙
し
さ
を
迎
え
る
事
と

な
り
ま
す
。

秋
の
農
繁
期
を
健
康
で

過
す
に
は
ど
う
し
た
ら
ょ

い
で
し
ょ
う
か
。

R
食
事
に
気
を
つ
け

る
こ
と

春
の
農
繁
期
と
ち
が
い

部
落

川

辺

ク岩
法
寺

南
須
釜

北
須
釜

山
小
屋

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

田

子

庄

八

国

夫

坂

本

サ

イ

清

村

越

ト

モ

イ

祐

弥

増

子

オ

助

正

久

関

根

清

義

美

石

森

ク

文

之

返

カ

読
柄

父母
長
男
の
妻

父ク饗

（
七
月
分
の
死
亡
届
か
ら
）

夏
の
暑
さ
で
体
力
と
と
も

に
、
消
化
器
官
も
大
分
弱

っ
て
い
る
の
で
、
消
化
の

よ
い
も
の
と
栄
養
と
を
組

合
せ
た
食
事
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
日
の
必
要
熱
量
は
成

人
男
子
で
約
三
、

0
0
0

|――-‘-―

10 0
カ
ロ
リ
ー

で
す
が
、
カ
ロ
リ
ー
の
加

減
は
副
食
で
減
ら
さ
ず
、

主
食
で
加
減
し
、
一
種
類

の
食
品
を
多
く
た
べ
る
よ

り
、
多
く
の
種
類
を
た

ベ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

農
繁
期
は
特
に
体
の
じ

ゆ
ん
か
つ
油
の
働
き
を
す

}
 

る
ビ
タ
ミ
ソ

B
1
も
た
＜

さ
ん
必
要
と
な
り
ま
す
。

不
足
す
る
と
、
つ
か
れ
を

惑
じ
＼
か
っ
け
や
食
欲
が

な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
豚

肉
、
さ
つ
ま
い
も
、
大
豆

ね
ぎ
な
ど
を
た
べ
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

つ
か
れ
た
時
に
は
甘
い

も
の
と
昔
か
ら
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
さ
と
う
と
か
、

甘
い
菓
子
類
も
小
び
る
に

は
よ
い
も
の
、
ビ
タ
ミ
ソ
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
と
る
意

味
で
も
、
野
莱
、
果
物
は

で
き
る
だ
け
多
く
た
べ
ま

し
ょ
う
。

ふ
だ
ん
か
ら
食
生
活
改

善
を
し
て
い
る
方
々
も
、

農
繁
期
に
は
、
ば
っ
か
り

食
に
も
ど
っ
て
し
ま
う
と

い
う
事
も
あ
り
ま
す
か
ら

＿
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

の
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保
存
食
な
ど
を
利
用
し
、

献
立
を
た
て
て
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

＠
衛
生
に
気
を
つ
け

る
こ
と

秋
は
食
中
毎
が
多
い
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

＼
 

食
事
翌
即
、
豊
薬
の
使
用

后
は
持
に
注
意
し
て
手
足

を
あ
ら
い
ま
し
ょ
う
。

（
石
川
農
業
改
良
普
及

所
大
東
出
張
所
）

蔵
書
寄
附

本
村
千
五
ボ
出
身
元
日

本
コ
ロ
ソ
ビ
ャ
社
長
故
瀬

谷
藤
吉
氏
の
家
族
よ
り
、

同
氏
の
蔵
書
、
百
余
冊
を

こ
の
ほ
ど
須
釜
中
学
校
に

寄
附
、
生
徒
か
ら
感
謝
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

先
月
の
日
誌
よ
り

七
・
1
0

須
釜
小
中
学
校
完

全
給
食
室
工
事
入
礼

七
・
ニ
教
育
委
員
会

土
地
改
良
区
総
代
会
並

に
役
員
会

七
・
一
マ
~
―
―
―
―
―
一
般
住
民
結

核
検
診
実
施

七
．
―
-
―
-
青
年
学
校

七
・
一
写
農
業
委
員
会
一
般

委
員
選
挙

七
・
一
八
須
釜
家
庭
教
育
学

級
七・―
1
0

学
校
統
合
協
議
会

青
年
学
校

竺
宝
体
育
指
導
員
会

衆
議
院
災
害
対
策
特
別

委
員
会
調
査
団
来
村

七
・
―
―
-
〈
月
例
監
査
参
議
院

災
害
調
査
委
員
来
村

七
・
―
―
七
青
年
学
校

七
・
―
―
―
八
須
釜
小
中
学
校
完

全
給
食
設
備
備
品
入
札

八
．
―
-
石
川
管
内
町
村
職

員
卓
球
大
会

八
・
―
―
―
青
年
学
校

八
・
九
和
牛
生
産
検
査

部

落

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

川

辺

矢

部

美

和

子

正

本

南

須

釜

塩

沢

早

苗

栄

助

ク

小

貫

友

弘

直

人

ク

近

内

文

江

重

雄

ク

草

野

明

雄

文

明

/,/ /,/ 続
柄

孫クク

為
お
生
誕
お
め
で
と
う

こ
さ
い
ま
す

（
七
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

中
、
岩
法
寺
消
防
団
に

新
ボ
ソ
。
フ
配
置

八
・
1
0

青
年
学
校
、
石
川

管
内
職
員
野
球
大
会

見
邑

引
曰

▲
十
年
一
昔
と
言
い
ま
す

が
、
公
報
も
よ
う
や
く
十

号
を
発
行
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
発
行
す
る
毎

に
皆
様
よ
り
種
々
御
意
見

が
参
り
未
熟
な
私
達
を
御

指
導
下
さ
い
ま
し
た
こ
と

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

▲
台
風
の
シ
ー
ズ
ソ
が
や

っ
て
来
ま
す
。
「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
」
危
険
個

所
、
こ
わ
れ
や
す
い
処
を

修
繕
し
台
風
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

｀

▲
朝
夕
涼
し
く
な
り
ま

す
。
ね
び
い
、
食
中
毒
に

注
意
下
さ
い
o

,

八

月

kouhou
テキストボックス

kouhou
テキストボックス




